
第
四
回
「
家
老
の
日
記
で
学
ぶ
古
文
書
②
ー
「
宇
都
宮
孟
綱
日
記
」
を
題
材
に
ー
」

〇
安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）
三
月
十
七
日
の
日
記
よ
り

（「
宇
都
宮
孟
綱
日
記

八
十
五
」：
Ａ
Ｓ
三
一
二
ー
四
五
ー
八
五
」）

【
原
文
】





(

マ
ヽ)

【
解
読
文
】

井
伊
掃
部
頭
様

［
当
時
御
大
老
］
御
登

城
掛
、
外
桜
田
御
門
之
外
、

井
伊
公
よ
り
見
通
し

壱
弐
丁
も
可
有
之
之
場

処
、
松
平
市
正
様
御
門
前
、

上
杉
様
は
御
隣
也
、
其
処

ニ
て
水
戸
家
之
浪
人
・
薩

州
公
様
之
士
壱
人
都
合

廿
人
程
及
狼
藉
井
伊
公

を
短
筒
ニ
て
打
、
夫
よ
り

御
駕
籠
を
刀
ニ
て
刺
通
し
、

双
方
之
即
死
数
多
、
手

負
も
多
く
井
伊
候
玉
ニ

御
中
り
、
且
御
駕
籠
を
刺
候

故
御
存
命
処
ニ
も
無
之

様
子
前
代
未
聞
之
珍
事



〇
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
十
月
二
日
の
日
記
よ
り

（「
宇
都
宮
孟
綱
旅
中
日
記
」：
Ａ
Ｓ
二
九
二
ー
一
）

【
原
文
】



【
解
読
文
】

一
夜
四
ツ
時
過
俄
ニ
大
地
震
、

能
臥
居
候
処
ゆ
へ
一
向
夢

中
之
様
ニ
存
候
、
未
曽
有
之

地
震
故
中
々
歩
行
候
事
も

不
相
成
真
之
闇
ニ
有
、
漸

房
吉
同
様
玄
関
前
江

罷
出
候
、
其
節
は
最
早
震

も
相
止
候
、

大
地

震
之
為
処
々
潰
屋
有
之
故

か
八
方
之
火
事
火
口
数
十
ヶ

処
誠
驚
入
候
事
ニ
候
、


